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はじめに

高齢者の綬たきりの原因として偶・析が注目されており、その予防の手立て毛織:iLずるこ

とは急務である。 脅の皆、さすなわち符滋皮を規定する聖書関し引の中でカルシウムt英政簸

は重姿な妥協の iつである。中高実空手の祭留を対象としたカルシウム摂取量と'待望til変との[繁

速をみたうも行際交は、女においてカルシウム荻童文蚤と f警告言語まのF.'iこ有意なiEO機鋒がある

ことをえ詳している:r-6)。しかし、これ色o足立緩はおもにカルシウム摂取蚤が務しく災なる

地j或築関 (Inter-population)悲鳴比車止し分析したものである。これに対し、級会資?置が問

ーのli!lJ或r'iの終回 (Intra-popu!allon)で有意な関係そ認めた成績は極めて少なく、わが閣

ではない。怜祈予防のための食主主総への介入の意義令明織にするうえで、同一li!lJ境内の集

団における:IJ)vγ ウム摂取態と後絞疫の関係も明確にする必要がある。督苦~Gì' vう減少期j に

透した主義僚を言理主筆対象とすることでその互If究室主義はいっそう湾ぬ主れるお

常事告淡の低下予紡を g約とした介入研究では、カルシウム摂液量をt善意話させそれを綾子寺

するためカルシウム製剤iがしばしば遊ばれる 7.g~しかし、食生活に介入し傍析手鈎を B

tl[すと輩、カルシウム補給源として骨密度の低下予防に草野与する有用な食品鮮を特定する

ことが介入プログラムを立家ずるうえで必須となる。

本研究の@j約は、同}封忠実家内の 65歳以上の言語量全議会対象に脅街皮と栄事f'医奴llR状況を

線量差し、カルシウム摂取畿ならびに牛乳・乳製品;英語~J設と骨密度との隠さ整会分析すること

にある。

対~と方法

対象i立、東京都小金井市君主伎の 65歳から 84然までの高齢者より 10%ランダムサン

ブワングされた集問である。サンプザングは19号l'If-院に行われ、栄養鱗交はこのま義国の 65 

-79緩めやから室豊作為;こま議長きされた男 72名、次 89名iこ立すして行われた。然析は、

7 0歳以下と 71歳以上の年齢擦に区分して行い、その後・人数構成iまま託 lのと必りであ

る。官同査訟は、連続 3日関の留め置き函媛関草取り方によった。摂取状況の抱援は、訪問

し 1Elごとに行われ~4却火のブ」ドモデル、 などを用い確認された。 5結審芸素摂取量の

銭湯i立、間訂食品成分きをによった。骨密皮額1I援は測定装震搭載E撃で行い、 DEXA法によ

寺第 31要獲量3蛮を言語突した。

総5誌

殺 2に、性・年総j縁日11の係栄養素摂取茂、身体Z十lJl1I値および骨i'l'iGi'Sfl均憶を示した。#:

f本の摂取量平均慾では、 5需のカルシウム綴I阻織を!珠き、日本人のき殺事警rfr苦華麗のそれをお持た
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していた傍若どの栄言葉索摂取援は、事故緩摂取量を~'f-き 7 1毅以上司)A撃が 70緩以下め綴よち

まま{護をし、 Kタミン Cの鐙4ま有意であった。身体所見ならびに管室若療においては、労苦と

で、 7 1綴以上の緩0)1辛苦苦IlH棄は?吾歳以下の見書よちままく、夢きではその空襲が挙事懇<:'あった

。女<:'1ま7 1 喜義 iよiよ O)~長会主?告歳以下よち有意に{正い f憶を示した。王監 3 Iご、主主・移譲詩護憲

郊のさ5重量&君事寄せ絞殺E設会三去した。努で 71歳以上の犬立製品摂取震が?語草案以下ょや

に多かった。言どでは、 7 1数以上のそのf自の野菜および海藻類が 70主主oポよ母宅守主撃な{除

後会来した o iまかの会55務では、是正鈴緩郊で有意な差は認められなかった。重量 4は、カル

シウムおよび牛乳・乳製品奴i喪設と鋒努皮の関係の重回帰分析の結果安永している。言との

7 1級以上マ、カルシウム摂取緩および牛乳・乳製品摂取量と骨密度の間に有慾なiEの関

係が認められた。この納f系はケトレ -1語数をコントロールしても認められた。一方、努の

各年齢j綴と1どの 70 t;幾以下では有殺な関係は認められなかった。

考察

木研究の対象は、 m京都小金井下行革E伎の65歳以上の高齢者の 10 %ランダムサンプリン

グの集団から、無作為IIJJ出Eきれた著者である。動物性食品や油脂類の摂取頻度は漁村や農村

部より都市部で潟〈、 3時滋li!J械の小余子t.1fiは都市型の典型的な食品摂取{傾向であることが

食品摂取額i賓の地域比較繍去をでnJlらかになっている o また、対象の栄養摂取豊平均鐙は、

5聞のカルシウム!lU臣賞まを除議5幹線路?事きま撃を滋たし、 i議民栄養鶏査成綴』こ報告されたわが殴

の栄養言葉充足状況とよく符得する。したがって、ヌ幹線変成緩はわが腐の都市i認の平均約な

地法在宅;寄齢者の栄号室状況表示しているといえる。

lIuら討のTtlf突は、カルシウム燃費究室設ならびにすし・乳製品由来のカルシウム疑奴登と脅慾

!J(との間』こ有意なiEo号機係を緩めている。この主主ま震は、社会背景と会室主?震が著しく奨なる

li!J竣を比車交し解析した足立緩でおる。これにま守し、主主会争奪ま設がi湾ーな集E宮内でカルシウム摂

取塁と管iPi!J(の守筆家な関係各示した草野手ZI立後かであり、わが留では存夜しない。本研究i立

、毒事区豊5近郊のーま議電車のぞ匡~護憲室長務会対象に苦境ま悲し、 71歳以上の女でカルシウム摂取還と

骨密度とのr.~Iこ有主主な庄の関係ぞ緩めた。 1さらにこの関係は、ケトレー指数をコントロー

ルしても怒められた。ケトレー洛数{体遺u身長長 2 )は.~~密度を規定する重要な妥図であ

ることが、 I員i新および縦断研究により切らかとな勺ている。本研究i主、カルシウム摂取量

そ高めることが雪密度の低下予防に独立約に事寄与していること安永している。しかし、カ

ルシウム摂取量と骨奮度の有意な関係は女の71級以上のA舗のみで認められた。女では、老

化による自然経過あるいは骨そしょう旋により・除草野俊は男より!flW1に減少する。カルシウ

ム筏取量と骨密度の関係は、 4号館m:がより低下した状況で明li1iiになる。骨折予防のためカ

ルシウム摂取量を増やす，ニとの:償義l立、高齢!溺で大きい。

骨節度の低下予防の介入研究では、カルシウム淡llll滋会i勢力日吉せその水爆を維持するた

めカルシウム製剤がよく用いられる 7・8¥しかし、コンブライアンスがj専られライフスタ

イル1こ反映されやすい介入プログラムは食生活に隠するものが章受澱であるおそこで、骨密

居老の仮下予防に寄与する食品苦手の特定が必須となる。ヌド 1従事~(:'Iは、 71講義以上の女<:'牛乳・

乳製品奴淑震と骨密度の鶴に有意な庄の関係を認め、ケトレー後襲交の影撃事令コントロール

しでもほぼj向様な際係が認められた G 牛乳・乳製品。主徐内総総務は緩めでよく、わがE震で
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はカルシウム絞殺緩のうち 24%が牛乳・銃撃是おE往来で最も多いれ G 霊前車窓ら 2引の 3年磁

の介入研究4主、牛乳・事L事芸品を用いカルシウム絞液量を1曇泌させることで符密度の減少を

事n詰IJできることヰ任後iiiEしている。本研究総幾は、横断調査によるものであるが牛乳・乳製

品摂取量をか設やすことが骨折予防に貧献しうることを示している。+奇f庁予防のため食生活

に介入する際には、まず牛乳・乳製品の綴lll1官~1.闘の普及に若手きれなければならない o

本研究は、問…均ll~車内の高齢者集団を滅後し、カルシウム摂取Z設ならびに牛乳・乳製品

摂取量と脅握手疫の燃には独立的な亙の関係があることを明示できた G 今後、喜重量芸研究と介

入研究を行い草霊祭ぞよ号線穣}こし、早急にlt事t.李u遅おIJ)普及を主主議室ずる必塁警がある。
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奇襲 1 対象の王手線分布 人数(%)

年最告/俊 男 女

6 5 -7.0 3 1 (43. 1) 44 (49.5) 

7 1 -7 9 4 1 (46. 9) 4 5 (50.5) 

合計 7 2 000.0) 8 9 (10弘容}

意義 2 性・ま手遺品露重別 栄養家主要望買量、身体音十機鐙、 密度王手土器鐘

1生 発 (n=72) 女{指令自)

年齢五議 {歳) 金体 主五 70(ド 31) 71孟(n=4l) 全体 さ，70(n=44) 71塁手 (n醤 45)

[5詩書襲素]
エネルギーなca1) 1939 1事33 1994 1697 1742 1652 
たん自質 (g) 72‘6 74.1 71. 5 66.5 69.2 63.9 
{動物性) (富〉 37.9 39. 1 36. 9 34. 7 36.5 32.9 
(鑓物性) (g) 34. 7 34.9 34. 6 31. 9 32. 8 31. 0 

5器 紡 (g) 54. 6 55.5 ち3.9 52.0 55.0 49. 1 
〈動物性) (g) 26.2 26.3 26.0 23. 6 25. 1 22. 1 
(機物主主) (g) 28. 5 2告.2 27亀 g 28.4 29.自 26.9 

1喜 質 (g) 263.6 258. 8 267‘2 235.3 236. 9 233.8 
滋 維 〈草} 4.3 4.2 4.5 4. 6 4.6 4喝容
カルシウム〈鹿宮) 573 562 581 615 663 567 
室長 (mg) 10.4 10.4 10.3 9.告 10.4 9. 5 

ナトリウム(援が 4631 4833 4478 4314 4515 4116 
ピタミン AO百) 2655 2165 3024 • 2659 2703 2喜16
ビタミン BI (国富} 1. 1 1.0 1.1 1.0 1. 1 1.0 
ピタミン B，(lIlg) 1.4 1.3 1.4 1.4 1.4 1.3 
ピタミン C (lIlg) 104 104 103 117 130 1告3・

【身体新民]
体重 (kg) 56. 9 56.6 57‘l 5仏 3 51. 6 49. 1 
身長 (c怨〉 162.7 163.7 161.告 148. 4 14吉.8 147.古・
fトト指数{曹IH' 21. 5 21. 1 21. 7 22.8 23. 0 22. 7 
脅¥!;1J(17 O. 6782 O. 7285 奇.6408 0.48喜5 0.5093 O. 4682 

17: 努 3療機慣ui箆
男女とも70室長以下と 71歳以上の平均健の議室主差 (p<0.05)
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君主 3 投，年齢層Ji!IJ 食品書事泌摂理究主農家主題銭

後 3誇 主主

毒事義幸男事 {重量} 全体 話 70(n=31) 71 ;?; (自=41) 全体 重五7告(0=44) 1U三(n=45)

【食品書事]
や宇'j， .乳製品 152.0 148.3 154.9 118.7 182.4 175. 1 
os英語 41. 9 41. 6 42. 1 31.2 37.5 37.0 
魚介類 92. 5 94. 8 自0.7 75司自 79.4 71. 9 
肉類 48.1 52.8 44. 6 42.9 45.3 40.5 
大E製品 52.0 43. 6 60.1 60.1 62.3 57.9 
綴費電f主要子3産額 104.8 書3.4 113.5 109. 2 106. 0 112.3 
その他翼手幾重要 130.5 133. 1 128.6 132 4.7 150. 5 119.2 傘

善幸1事菱重 28.1 27.号 2事.0 O. 6 36. 8 24.6・
いも綴 42. 7 4忠告 38.2 39.1 40.1 38. 1 
譲宅季語翼翼 148.5 13詰.7 162.号 2号0.7 i事5.0 206.3 
ごはん 321事 2 311. 6 32立1 246.0 253.1 239.0 
ノf ン 44. 3 44. 0 44.5 33.普 3告.8 30.3 
めん綴 告3.1 69.1 58.5 42.2 49.日 34. 7 
ij>秘書翼 13.0 12. 7 13.3 13.0 13.6 12.4 
動物納 1.6 1.6 1.6 1.4 1.日 1.0 
横物納 16.5 17.3 15.8 16. 7 18.1 15‘4 

5理1てとも70歳以下と71歳以上のljZ.均{寵の有意量豊作<0.05)

ま受 4ωi 
護主主芸幾分析による雪空密度にますする主義?守主主要望室蚤の祭主襲毒事言霊祭係華全

後 年齢層 IJIMA摂取援 ケトト指数調繋後

話 70(n=31) -0.04 -0.03 

5帯
71孟 (n=411 問 O.12 -0. 14 

三五70(0=44) 0.21 O. 18 
i;I:， 

71妥 (0=45) 0.38 ・・ O. 36 

'p<弘容5 "r<告.01 

量豊 4-2 
重賞倒幾分析による脅密度に対する牛乳・紙製品摂取量の標準億四帰係数

1生 年僻層 牛乳・乳製品j耳目u量 rfト指数調型車後十

3事

まと

系70(肝 31)

711長(民主40

2芸70(0=44)

71:五{炉45)

O. 01 

“容を 06

哨号告書

0.29 
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0.02 

伺 0.05

"立号7

0.27 + 

争 P<O.10 線 P<O.05

{宰〉




